
種子増殖用水田に鳥から稲を守るため防鳥網を設置 

つくば技術支援センター 観音台業務第 3 科 総括作業長 小松崎隆男 

種苗管理センターが農村工学研究部門敷地内に新設した圃場で今年度から「種子増殖」を
実施しています。この圃場では 6 月 7 日に田植えを行いましたが、ある程度穂が伸びてき
たことから稲を雀から守るため防鳥網を 7 月 31 日に設置しました。防鳥網は縦 45m、横
36m、マス目は 20mm、途中 3mごとに鉄柱を立ててありそれが網の土台になります。田面
から約 2ｍの高さに設置してあり、この高さにする理由は調査等により網の中に入って作業
する際に頭が触ると作業しにくいためです。防鳥網を設置した圃場は縦 90ｍ、横 22ｍで約
18 アールあり前記の規格の網を 2枚つないだ形で設置します。網の値段は 1 枚約 6万円、
2 枚仕様なので網代だけで 12 万円の経費が掛かっていますが台風などの直撃を受けなけれ
ば 5年程度は使えますのでコスト的に決して高いものではないと思います。 

子供の頃(50 年前)は田んぼのいたるところで稲を雀から守るために案山子を見かけまし
たが、最近はあまり見かけなくなって寂しいですね。その頃は稲の収穫後に田んぼで遊ぶの
が楽しみでした。一方、最近では田んぼで泥んこになりながらのスポーツ大会などが催ささ
れ、子供達が元気で遊んでいる姿をテレビで見るようになりました。一度田んぼで泥んこに
なりながら遊んでみたいです。 

(防鳥網) 
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(イネの花)  

  
稲の花は、夏の朝 10時頃からほんの 2時間しか花を咲かせない。 
(番外編) 防鳥網の中にも上にも脇にも生き物が 

  
  

  
とんぼは、豊作のバロメーターとされてきた。田や沼をおもな生息地とする 
 昆虫なので、その生態の観測をとおして、稲のできぐあいを予測することができる。 
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